
食
料
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
の「
地
産
国
消
」に
貢
献
す
る

で
、
夏
秋
い
ち
ご
栽
培
の
事
業
化
に
向
け
、「
バ
シ
ョ
（
栽

培
適
地
）」、「
ヒ
ト
（
従
事
者
等
）」、「
モ
ノ
（
栽
培
品
種
）」

に
つ
い
て
具
体
的
な
検
討
を
進
め
ま
し
た
。

「
バ
シ
ョ
」

（
長
野
県
と
の
出
会
い
）

夏
秋
い
ち
ご
の
栽
培
に
は
、
気
温
が
三
〇
℃
を
頻
繁
に
超

え
る
よ
う
な
地
域
は
適
さ
な
い
と
さ
れ
て
お
り
、
東
京
か
ら

の
ア
ク
セ
ス
も
考
慮
に
入
れ
な
が
ら
栽
培
適
地
を
探
す
中
で
、

長
野
県
は
高
冷
地
が
多
く
、
夏
秋
い
ち
ご
の
栽
培
も
実
際
に

行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
事
業
参

入
の
可
能
性
を
探
る
た
め
、
長
野
県
農
政
部
に
ご
紹
介
い
た

だ
い
た
、
公
益
財
団
法
人
長
野
県
農
業
開
発
公
社
（
以
下
農

業
公
社
）
へ
相
談
に
伺
い
ま
し
た
。

農
業
公
社
は
、「
農
地
中
間
管
理
事
業
の
推
進
に
関
す
る

法
律
」
に
基
づ
き
長
野
県
知
事
か
ら
指
定
さ
れ
た
「
農
地
中

間
管
理
機
構
」
と
し
て
、
農
用
地
の
利
用
の
効
率
化
お
よ
び

高
度
化
の
促
進
を
図
る
た
め
に
農
地
の
貸
借
や
売
買
を
行
う

他
、
休
耕
地
や
耕
作
放
棄
地
に
関
す
る
情
報
も
取
り
ま
と
め

て
い
る
組
織
で
、
長
野
県
北
佐
久
郡
軽
井
沢
町
の
標
高
約

九
〇
〇
メ
ー
ト
ル
に
あ
り
、
夏
場
も
冷
涼
な
気
候
が
期
待
で

き
る
休
耕
地
約
一
・
二
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
、
当
社
に
ご
紹
介
い

た
だ
き
、
こ
こ
を
栽
培
地
と
し
て
決
め
ま
し
た
。

「
ヒ
ト
」

（
地
元
事
業
者
と
の
協
業
と
地
元
人
材
の
活
用
）

農
業
公
社
か
ら
は
、
栽
培
地
だ
け
で
な
く
、
当
社
と
同
様
、

農
業
事
業
へ
の
参
入
を
検
討
し
て
い
る
地
元
企
業
（
小
諸
倉

庫
株
式
会
社
・
長
野
県
小
諸
市
）
も
ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
し

た
。
同
社
は
、
倉
庫
事
業
を
は
じ
め
ホ
テ
ル
事
業
、
不
動
産

事
業
な
ど
を
手
が
け
る
百
年
以
上
の
歴
史
を
持
つ
企
業
で
、

地
の
利
を
活
か
し
た
雇
用
と
地
産
地
消
に
向
け
た
販
売
ル
ー

ト
の
確
保
な
ど
に
大
き
な
力
を
発
揮
し
て
く
れ
る
と
の
期
待

か
ら
協
業
の
打
診
を
し
た
と
こ
ろ
、
当
社
の
夏
秋
い
ち
ご
栽

培
に
取
り
組
む
趣
旨
に
も
賛
同
い
た
だ
き
、
二
〇
二
〇
年
一

月
に
両
社
の
共
同
出
資
に
よ
り
「
株
式
会
社
軽
井
沢
い
ち
ご

工
房
」
を
設
立
す
る
に
至
り
ま
し
た
。

ま
た
、
農
業
従
事
者
に
関
し
て
も
、
地
方
創
生
へ
の
貢
献

に
向
け
、
で
き
る
限
り
地
元
の
人
材
を
確
保
・
活
用
す
る
こ

と
が
重
要
と
考
え
、
長
野
県
農
業
大
学
校
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ

や
長
野
県
農
業
法
人
等
就
業
フ
ェ
ア
な
ど
を
通
じ
て
、
地
元

長
野
で
農
業
に
携
わ
り
た
い
・
働
き
た
い
と
い
う
方
を
募
り
、

正
社
員
お
よ
び
ア
ル
バ
イ
ト
と
し
て
雇
用
す
る
こ
と
と
し
ま

し
た
。

「
モ
ノ
」

（
地
産
品
種
の
選
択
）

夏
秋
い
ち
ご
市
場
に
お
い
て
一
定
の
評
価
を
得
て
い
く
た

め
に
は
、
食
味
や
品
質
に
優
れ
た
品
種
の
選
定
が
大
変
重
要

で
す
。
今
後
の
事
業
展
開
を
見
据
え
て
複
数
の
品
種
を
栽
培

す
る
こ
と
を
前
提
と
し
た
上
で
、
種
苗
の
安
定
調
達
や
コ
ス

ト
等
も
勘
案
し
、「
地
産
」
で
優
れ
た
品
種
を
優
先
的
に
探

し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
信
州
大
学
の
大
井
美
知
男
教
授
が

開
発
さ
れ
た「
信
大BS8-9

」（
当
社
は「
サ
マ
ー
ル
ー
ジ
ュ
」

と
し
て
商
標
登
録
済
）
が
、
他
の
夏
秋
い
ち
ご
と
比
べ
糖
度

が
高
く
、
冬
春
い
ち
ご
に
も
負
け
な
い
食
味
で
あ
っ
た
た
め
、

こ
れ
を
主
力
品
種
と
し
、
ま
た
、
同
じ
く
良
い
食
味
を
持
つ
、

農
研
機
構
が
開
発
し
た
「
な
つ
あ
か
り
」
を
加
え
た
二
品
種

を
栽
培
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

な
お
、
二
年
目
と
な
る
二
〇
二
二
年
か
ら
は
、
長
野
県
の

協
力
を
得
て
、
長
野
県
が
開
発
し
た
品
種
「
サ
マ
ー
リ
リ
カ

ル
」
を
「
な
つ
あ
か
り
」
に
替
え
て
栽
培
し
て
い
ま
す
。

施
設
整
備
と
栽
培
ノ
ウ
ハ
ウ
の
習
得

（
本
格
栽
培
の
開
始
）

「
バ
シ
ョ
・
ヒ
ト
・
モ
ノ
」
の
決
定
を
経
て
、
二
〇
二
〇

年
一
月
よ
り
、
四
棟
の
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
（
栽
培
面
積
一
三

ア
ー
ル
）
の
整
備
を
行
い
ま
し
た
。
栽
培
技
術
に
つ
い
て
は
、

長
野
県
で
同
品
種
を
栽
培
し
て
い
る
「
株
式
会
社
苗
香
屋

軽井沢駅

碓氷バイパス

下仁田街道

プ
リ
ン
ス
通
り

下
仁
田
軽
井
沢
線軽井沢

いちご工房

軽井沢駅
南口より
車で11分

金沢金沢 富山富山

福井福井

長野長野
軽井沢町軽井沢町

長野自動車道長野自動車道

中央
自動車道
中央

自動車道

上越
新幹線
上越
新幹線
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新幹線
北陸
新幹線
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自動車道
上信越
自動車道

東海道
新幹線
東海道
新幹線

北陸
自動車道
北陸
自動車道

関越自
動車道
関越自
動車道

名古屋名古屋

上越上越

東京東京
東名高速道路東名高速道路

軽井沢いちご工房農場位置図

食
料
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
の「
地
産
国
消
」に
貢
献
す
る

「
二
〇
三
〇
年
に
向
け
た
ビ
ジ
ョ
ン
」
の

策
定
（
新
規
事
業
領
域
へ
の
挑
戦
）

奥
村
組
で
は
、
こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
強
み
を
活
か
し
つ

つ
、
長
期
的
に
事
業
を
継
続
し
、
社
会
の
持
続
的
な
発
展
に

寄
与
す
る
た
め
、
将
来
の
当
社
の
あ
り
た
い
姿
を
示
し
た

「
二
〇
三
〇
年
に
向
け
た
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
二
〇
一
九
年
四
月

に
策
定
し
ま
し
た
。
こ
の
ビ
ジ
ョ
ン
で
は
、
こ
れ
ま
で
よ
り

さ
ら
に
高
い
視
座
と
広
い
視
野
を
も
ち
、
人
と
自
然
を
大
切

に
し
、
未
来
づ
く
り
に
貢
献
す
る
ヒ
ュ
ー
マ
ン
・
コ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー
を
目
指
し
て
、「
企
業
価
値
の
向
上
に
努
め
、
業

界
内
で
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
高
め
る
」、「
持
続
的
な
成
長
に
向

け
事
業
領
域
を
拡
大
し
、
強
固
な
収
益
基
盤
を
築
く
」、「
人

を
活
か
し
、
人
を
大
切
に
す
る
、
社
員
が
誇
れ
る
企
業
へ
」

の
三
つ
を
掲
げ
、
そ
の
実
現
に
向
け
て
様
々
な
挑
戦
を
行
う

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
う
ち
、
二
つ
目
の
〝
事
業
領
域
の
拡
大
〞
に
向
け
、

二
〇
一
九
年
四
月
に
投
資
開
発
事
業
本
部
お
よ
び
そ
の
傘
下

に
新
事
業
開
発
部
を
新
設
し
、
新
規
事
業
領
域
へ
の
挑
戦
を

ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

農
業
分
野
へ
の
参
入

（「
夏
秋
い
ち
ご
」の
栽
培
）

現
在
、
我
が
国
は
「
食
料
安
全
保
障
」、「
少
子
高
齢
化
等

に
起
因
す
る
生
産
人
口
の
減
少
、
地
方
の
過
疎
化
・
荒
廃
」

と
い
っ
た
課
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
当
社
は
、
農
業

分
野
へ
参
入
し
【
食
料
の
安
定
供
給
】
と
【
地
方
創
生
】
に

取
り
組
む
こ
と
で
、
こ
れ
ら
課
題
の
解
決
に
貢
献
で
き
る
と

と
も
に
企
業
と
し
て
の
成
長
も
図
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
考

え
ま
し
た
。

ま
ず
、
国
内
に
お
け
る
農
作
物
の
栽
培
や
流
通
の
状
況
を

調
べ
た
と
こ
ろ
、
多
く
の
消
費
者
か
ら
高
い
支
持
を
得
て
い

る
い
ち
ご
の
多
く
は
冬
か
ら
春
に
収
穫
さ
れ
、
夏
秋
期
に
は

生
産
量
が
著
し
く
少
な
く
な
る
た
め
、
そ
の
時
期
に
は
主
に

冷
凍
品
や
輸
入
品
が
流
通
し
て
い
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

国
産
農
産
品
の
需
要
が
高
ま
っ
て
い
る
中
、
こ
れ
ま
で
は

酸
味
が
強
く
小
粒
と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
近
年
は
甘
く

て
美
味
し
い
品
種
の
開
発
が
進
む
、国
産
の
「
夏
秋
い
ち
ご
」

（
夏
秋
期
に
栽
培
で
き
る
品
種
）に
着
目
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、

夏
秋
い
ち
ご
の
研
究
・
栽
培
に
先
行
し
て
取
り
組
ん
で
い
る

方
々
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
や
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
調
査
を
行
っ
た
上

夏
秋
い
ち
ご
栽
培
を
通
じ
た

地
方
創
生
へ
の
挑
戦

vol.1

株
式
会
社
奥
村
組

投
資
開
発
事
業
本
部

新
事
業
開
発
部

島

庸
介

社
会
情
勢
の
大
き
な
変
化
、S
D
G
s
の
潮
流
の
中
で
、建
設
業
界
で
は「
新
4
K
」や「
E
S
G
」の
取
組
が
焦
眉
の
急
と
な
っ
て
お
り
、地

域
課
題
の
解
決
、社
会
貢
献
の
観
点
が
重
要
視
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
こ
の
た
め
、会
員
各
社
が
関
係
機
関
と
の
連
携
･
協
力
を
図
り
な
が
ら
行
っ

て
い
る
食
料
・エ
ネ
ル
ギ
ー
の「
地
産
国
消
」の
取
組
を
紹
介
し
、地
域
、社
会
貢
献
に
関
す
る
行
政
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
深
化
を
諮
る
。
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食
料
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
の「
地
産
国
消
」に
貢
献
す
る

で
、
夏
秋
い
ち
ご
栽
培
の
事
業
化
に
向
け
、「
バ
シ
ョ
（
栽

培
適
地
）」、「
ヒ
ト
（
従
事
者
等
）」、「
モ
ノ
（
栽
培
品
種
）」

に
つ
い
て
具
体
的
な
検
討
を
進
め
ま
し
た
。

「
バ
シ
ョ
」

（
長
野
県
と
の
出
会
い
）

夏
秋
い
ち
ご
の
栽
培
に
は
、
気
温
が
三
〇
℃
を
頻
繁
に
超

え
る
よ
う
な
地
域
は
適
さ
な
い
と
さ
れ
て
お
り
、
東
京
か
ら

の
ア
ク
セ
ス
も
考
慮
に
入
れ
な
が
ら
栽
培
適
地
を
探
す
中
で
、

長
野
県
は
高
冷
地
が
多
く
、
夏
秋
い
ち
ご
の
栽
培
も
実
際
に

行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
事
業
参

入
の
可
能
性
を
探
る
た
め
、
長
野
県
農
政
部
に
ご
紹
介
い
た

だ
い
た
、
公
益
財
団
法
人
長
野
県
農
業
開
発
公
社
（
以
下
農

業
公
社
）
へ
相
談
に
伺
い
ま
し
た
。

農
業
公
社
は
、「
農
地
中
間
管
理
事
業
の
推
進
に
関
す
る

法
律
」
に
基
づ
き
長
野
県
知
事
か
ら
指
定
さ
れ
た
「
農
地
中

間
管
理
機
構
」
と
し
て
、
農
用
地
の
利
用
の
効
率
化
お
よ
び

高
度
化
の
促
進
を
図
る
た
め
に
農
地
の
貸
借
や
売
買
を
行
う

他
、
休
耕
地
や
耕
作
放
棄
地
に
関
す
る
情
報
も
取
り
ま
と
め

て
い
る
組
織
で
、
長
野
県
北
佐
久
郡
軽
井
沢
町
の
標
高
約

九
〇
〇
メ
ー
ト
ル
に
あ
り
、
夏
場
も
冷
涼
な
気
候
が
期
待
で

き
る
休
耕
地
約
一
・
二
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
、
当
社
に
ご
紹
介
い

た
だ
き
、
こ
こ
を
栽
培
地
と
し
て
決
め
ま
し
た
。

「
ヒ
ト
」

（
地
元
事
業
者
と
の
協
業
と
地
元
人
材
の
活
用
）

農
業
公
社
か
ら
は
、
栽
培
地
だ
け
で
な
く
、
当
社
と
同
様
、

農
業
事
業
へ
の
参
入
を
検
討
し
て
い
る
地
元
企
業
（
小
諸
倉

庫
株
式
会
社
・
長
野
県
小
諸
市
）
も
ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
し

た
。
同
社
は
、
倉
庫
事
業
を
は
じ
め
ホ
テ
ル
事
業
、
不
動
産

事
業
な
ど
を
手
が
け
る
百
年
以
上
の
歴
史
を
持
つ
企
業
で
、

地
の
利
を
活
か
し
た
雇
用
と
地
産
地
消
に
向
け
た
販
売
ル
ー

ト
の
確
保
な
ど
に
大
き
な
力
を
発
揮
し
て
く
れ
る
と
の
期
待

か
ら
協
業
の
打
診
を
し
た
と
こ
ろ
、
当
社
の
夏
秋
い
ち
ご
栽

培
に
取
り
組
む
趣
旨
に
も
賛
同
い
た
だ
き
、
二
〇
二
〇
年
一

月
に
両
社
の
共
同
出
資
に
よ
り
「
株
式
会
社
軽
井
沢
い
ち
ご

工
房
」
を
設
立
す
る
に
至
り
ま
し
た
。

ま
た
、
農
業
従
事
者
に
関
し
て
も
、
地
方
創
生
へ
の
貢
献

に
向
け
、
で
き
る
限
り
地
元
の
人
材
を
確
保
・
活
用
す
る
こ

と
が
重
要
と
考
え
、
長
野
県
農
業
大
学
校
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ

や
長
野
県
農
業
法
人
等
就
業
フ
ェ
ア
な
ど
を
通
じ
て
、
地
元

長
野
で
農
業
に
携
わ
り
た
い
・
働
き
た
い
と
い
う
方
を
募
り
、

正
社
員
お
よ
び
ア
ル
バ
イ
ト
と
し
て
雇
用
す
る
こ
と
と
し
ま

し
た
。

「
モ
ノ
」

（
地
産
品
種
の
選
択
）

夏
秋
い
ち
ご
市
場
に
お
い
て
一
定
の
評
価
を
得
て
い
く
た

め
に
は
、
食
味
や
品
質
に
優
れ
た
品
種
の
選
定
が
大
変
重
要

で
す
。
今
後
の
事
業
展
開
を
見
据
え
て
複
数
の
品
種
を
栽
培

す
る
こ
と
を
前
提
と
し
た
上
で
、
種
苗
の
安
定
調
達
や
コ
ス

ト
等
も
勘
案
し
、「
地
産
」
で
優
れ
た
品
種
を
優
先
的
に
探

し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
信
州
大
学
の
大
井
美
知
男
教
授
が

開
発
さ
れ
た「
信
大BS8-9

」（
当
社
は「
サ
マ
ー
ル
ー
ジ
ュ
」

と
し
て
商
標
登
録
済
）
が
、
他
の
夏
秋
い
ち
ご
と
比
べ
糖
度

が
高
く
、
冬
春
い
ち
ご
に
も
負
け
な
い
食
味
で
あ
っ
た
た
め
、

こ
れ
を
主
力
品
種
と
し
、
ま
た
、
同
じ
く
良
い
食
味
を
持
つ
、

農
研
機
構
が
開
発
し
た
「
な
つ
あ
か
り
」
を
加
え
た
二
品
種

を
栽
培
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

な
お
、
二
年
目
と
な
る
二
〇
二
二
年
か
ら
は
、
長
野
県
の

協
力
を
得
て
、
長
野
県
が
開
発
し
た
品
種
「
サ
マ
ー
リ
リ
カ

ル
」
を
「
な
つ
あ
か
り
」
に
替
え
て
栽
培
し
て
い
ま
す
。

施
設
整
備
と
栽
培
ノ
ウ
ハ
ウ
の
習
得

（
本
格
栽
培
の
開
始
）

「
バ
シ
ョ
・
ヒ
ト
・
モ
ノ
」
の
決
定
を
経
て
、
二
〇
二
〇

年
一
月
よ
り
、
四
棟
の
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
（
栽
培
面
積
一
三

ア
ー
ル
）
の
整
備
を
行
い
ま
し
た
。
栽
培
技
術
に
つ
い
て
は
、

長
野
県
で
同
品
種
を
栽
培
し
て
い
る
「
株
式
会
社
苗
香
屋

軽井沢駅

碓氷バイパス

下仁田街道

プ
リ
ン
ス
通
り

下
仁
田
軽
井
沢
線軽井沢

いちご工房

軽井沢駅
南口より
車で11分

金沢金沢 富山富山

福井福井

長野長野
軽井沢町軽井沢町

長野自動車道長野自動車道

中央
自動車道
中央

自動車道

上越
新幹線
上越
新幹線

北陸
新幹線
北陸
新幹線

上信越
自動車道
上信越
自動車道

東海道
新幹線
東海道
新幹線

北陸
自動車道
北陸

自動車道
関越自
動車道
関越自
動車道

名古屋名古屋

上越上越

東京東京
東名高速道路東名高速道路

軽井沢いちご工房農場位置図

食
料
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
の「
地
産
国
消
」に
貢
献
す
る

「
二
〇
三
〇
年
に
向
け
た
ビ
ジ
ョ
ン
」
の

策
定
（
新
規
事
業
領
域
へ
の
挑
戦
）

奥
村
組
で
は
、
こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
強
み
を
活
か
し
つ

つ
、
長
期
的
に
事
業
を
継
続
し
、
社
会
の
持
続
的
な
発
展
に

寄
与
す
る
た
め
、
将
来
の
当
社
の
あ
り
た
い
姿
を
示
し
た

「
二
〇
三
〇
年
に
向
け
た
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
二
〇
一
九
年
四
月

に
策
定
し
ま
し
た
。
こ
の
ビ
ジ
ョ
ン
で
は
、
こ
れ
ま
で
よ
り

さ
ら
に
高
い
視
座
と
広
い
視
野
を
も
ち
、
人
と
自
然
を
大
切

に
し
、
未
来
づ
く
り
に
貢
献
す
る
ヒ
ュ
ー
マ
ン
・
コ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー
を
目
指
し
て
、「
企
業
価
値
の
向
上
に
努
め
、
業

界
内
で
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
高
め
る
」、「
持
続
的
な
成
長
に
向

け
事
業
領
域
を
拡
大
し
、
強
固
な
収
益
基
盤
を
築
く
」、「
人

を
活
か
し
、
人
を
大
切
に
す
る
、
社
員
が
誇
れ
る
企
業
へ
」

の
三
つ
を
掲
げ
、
そ
の
実
現
に
向
け
て
様
々
な
挑
戦
を
行
う

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
う
ち
、
二
つ
目
の
〝
事
業
領
域
の
拡
大
〞
に
向
け
、

二
〇
一
九
年
四
月
に
投
資
開
発
事
業
本
部
お
よ
び
そ
の
傘
下

に
新
事
業
開
発
部
を
新
設
し
、
新
規
事
業
領
域
へ
の
挑
戦
を

ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

農
業
分
野
へ
の
参
入

（「
夏
秋
い
ち
ご
」の
栽
培
）

現
在
、
我
が
国
は
「
食
料
安
全
保
障
」、「
少
子
高
齢
化
等

に
起
因
す
る
生
産
人
口
の
減
少
、
地
方
の
過
疎
化
・
荒
廃
」

と
い
っ
た
課
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
当
社
は
、
農
業

分
野
へ
参
入
し
【
食
料
の
安
定
供
給
】
と
【
地
方
創
生
】
に

取
り
組
む
こ
と
で
、
こ
れ
ら
課
題
の
解
決
に
貢
献
で
き
る
と

と
も
に
企
業
と
し
て
の
成
長
も
図
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
考

え
ま
し
た
。

ま
ず
、
国
内
に
お
け
る
農
作
物
の
栽
培
や
流
通
の
状
況
を

調
べ
た
と
こ
ろ
、
多
く
の
消
費
者
か
ら
高
い
支
持
を
得
て
い

る
い
ち
ご
の
多
く
は
冬
か
ら
春
に
収
穫
さ
れ
、
夏
秋
期
に
は

生
産
量
が
著
し
く
少
な
く
な
る
た
め
、
そ
の
時
期
に
は
主
に

冷
凍
品
や
輸
入
品
が
流
通
し
て
い
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

国
産
農
産
品
の
需
要
が
高
ま
っ
て
い
る
中
、
こ
れ
ま
で
は

酸
味
が
強
く
小
粒
と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
近
年
は
甘
く

て
美
味
し
い
品
種
の
開
発
が
進
む
、国
産
の
「
夏
秋
い
ち
ご
」

（
夏
秋
期
に
栽
培
で
き
る
品
種
）に
着
目
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、

夏
秋
い
ち
ご
の
研
究
・
栽
培
に
先
行
し
て
取
り
組
ん
で
い
る

方
々
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
や
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
調
査
を
行
っ
た
上

夏
秋
い
ち
ご
栽
培
を
通
じ
た

地
方
創
生
へ
の
挑
戦

vol.1

株
式
会
社
奥
村
組

投
資
開
発
事
業
本
部

新
事
業
開
発
部

島

庸
介

社
会
情
勢
の
大
き
な
変
化
、S
D
G
s
の
潮
流
の
中
で
、建
設
業
界
で
は「
新
4
K
」や「
E
S
G
」の
取
組
が
焦
眉
の
急
と
な
っ
て
お
り
、地

域
課
題
の
解
決
、社
会
貢
献
の
観
点
が
重
要
視
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
こ
の
た
め
、会
員
各
社
が
関
係
機
関
と
の
連
携
･
協
力
を
図
り
な
が
ら
行
っ

て
い
る
食
料
・エ
ネ
ル
ギ
ー
の「
地
産
国
消
」の
取
組
を
紹
介
し
、地
域
、社
会
貢
献
に
関
す
る
行
政
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
深
化
を
諮
る
。
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た
。
お
客
様
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
、
引
き
続
き
さ
ら
な

る
商
品
開
発
に
つ
い
て
も
検
討
・
試
行
し
て
い
く
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。

㈣
更
な
る
販
路
の
拡
大

現
在
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
訪
問
営
業
等
に
よ
り
販
路
拡

大
に
努
め
て
い
ま
す
が
、「
地
産
地
消
」
と
い
う
観
点
か
ら
、

現
地
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
等
で
の
直
接
販
売
も
有
効
な
手
段
に
な

り
得
る
と
考
え
、
昨
年
は
現
地
に
あ
る
大
規
模
ア
ウ
ト
レ
ッ

ト
モ
ー
ル
で
直
接
販
売
を
試
行
し
ま
し
た
。
今
後
、
チ
ャ
ン

ス
が
あ
れ
ば
、
道
の
駅
等
に
あ
る
農
産
物
直
売
所
で
の
販
売

な
ど
に
も
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
後
の
展
開

（
地
方
創
生
の
具
現
化
）

当
社
で
は
、
こ
の
夏
秋
い
ち
ご
栽
培
事
業
を
新
事
業
と
し

て
確
立
す
る
だ
け
で
な
く
、
将
来
的
に
夏
秋
い
ち
ご
を
地
域

の
特
産
物
と
し
て
定
着
さ
せ
、
産
地
の
拡
大
に
よ
る
耕
作
放

棄
地
の
解
消
や
雇
用
の
創
出
な
ど
、
地
方
創
生
の
一
助
に
も

な
る
よ
う
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
ま
た
、
関
係
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
機
関
と
連
携
・
共
同
し

て
、
地
域
特
性
や
リ
ソ
ー
ス
に
合
っ
た
事
業
の
提
案
、
農
福

連
携
（
農
業
と
福
祉
の
連
携
）
を
視
野
に
入
れ
た
人
材
活
用
、

遊
休
資
産
等
を
活
用
し
た
事
業
展
開
な
ど
に
よ
り
、
地
域
課

題
の
解
決
や
活
性
化
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

最
後
に

（
人
と
の
出
会
い
を
大
切
に
）

当
社
が
現
在
取
り
組
ん
で
い
る
夏
秋
い
ち
ご
事
業
の
概
要

に
つ
い
て
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
天
候
や
農
作
物

の
病
気
な
ど
に
も
左
右
さ
れ
る
農
業
を
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
確

立
す
る
た
め
に
は
、
生
産
技
術
の
高
度
化
や
生
産
性
の
向
上
、

消
費
地
ま
で
の
コ
ー
ル
ド
チ
ェ
ー
ン
の
構
築
な
ど
多
く
の
課

題
を
解
決
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
技
術
に
立
脚
し
た
企
業

と
し
て
、
生
産
か
ら
消
費
ま
で
の
フ
ー
ド
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー

ン
に
お
け
る
技
術
革
新
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
重
要

性
を
痛
感
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
当
社
で
は
農
業
以
外
に
も
、
福
島
県
平
田
村
に
お

い
て
、
同
県
お
よ
び
近
隣
県
の
林
地
で
発
生
す
る
間
伐
材
を

活
用
し
た
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
他
、

水
産
業
へ
の
参
入
も
目
指
し
、
閉
鎖
循
環
式
陸
上
養
殖
の
実

用
化
に
向
け
た
実
証
実
験
を
開
始
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の

事
業
を
展
開
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
振
興
や
持
続
可
能
な

社
会
の
実
現
に
も
貢
献
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

と
は
云
え
、
こ
う
し
た
取
り
組
み
は
当
社
だ
け
で
進
め
ら

れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。〝
一
期
（
い
ち
ご
）
一
会
〞

の
精
神
で
、
事
業
会
社
と
の
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
や
ベ
ン
チ
ャ
ー

企
業
へ
の
出
資
、
地
元
関
係
者
と
の
連
携
な
ど
関
係
す
る
さ

ま
ざ
ま
な
パ
ー
ト
ナ
ー
と
の
出
会
い
を
大
切
に
し
な
が
ら
、

堅
実
か
つ
誠
実
に
歩
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

今後の展開イメージ

上：平田村バイオマス
発電プラント

下：閉鎖循環型陸上
養殖実験プラント

（
長
野
県
伊
那
市
）」
様
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
栽
培
か
ら
出

荷
ま
で
の
実
地
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
他
、
大
井
教
授
か
ら
も
さ

ま
ざ
ま
な
ご
指
導
を
い
た
だ
い
て
ノ
ウ
ハ
ウ
の
習
得
に
努

め
、
二
〇
二
一
年
四
月
よ
り
本
格
的
な
栽
培
を
開
始
し
ま
し

た
。販

路
の
開
拓

（
サ
ン
プ
ル
提
供
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
活
用
）

栽
培
一
年
目
は
、
販
路
を
開
拓
す
る
べ
く
、
洋
菓
子
店
な

ど
へ
の
訪
問
営
業
等
を
精
力
的
に
行
い
、
収
穫
し
た
い
ち
ご

を
サ
ン
プ
ル
と
し
て
提
供
し
、
実
際
に
使
用
し
た
評
価
を
い

た
だ
く
こ
と
か
ら
始
め
、
個
人
向
け
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
販
売

も
行
い
ま
し
た
。
国
産
の
夏
秋
い
ち
ご
と
い
う
希
少
性
に
加

え
、
食
味
に
つ
い
て
も
高
い
評
価
を
い
た
だ
き
、
徐
々
に
顧

客
が
増
え
、
品
薄
状
態
が
続
く
な
ど
夏
秋
い
ち
ご
の
ニ
ー
ズ

を
肌
で
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

栽
培
二
年
目
は
、
一
年
目
の
実
績
も
あ
り
、
出
荷
開
始
直

後
か
ら
順
調
に
注
文
が
入
り
ま
し
た
が
、
途
中
、
予
期
せ
ぬ

病
気
が
一
部
で
発
生
し
た
た
め
に
在
庫
不
足
が
生
じ
、
注
文

を
お
断
り
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
と
な
り
大
変
悔
し
い
思
い

を
し
ま
し
た
。

当
面
の
課
題

（
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
の
基
盤
確
立
）

農
業
の
知
見
や
経
験
が
全
く
な
い
当
社
が
、
夏
秋
い
ち
ご

栽
培
に
取
り
組
ん
で
二
シ
ー
ズ
ン
が
経
過
し
ま
し
た
。
長
野

県
を
は
じ
め
地
域
の
皆
様
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

試
行
錯
誤
の
毎
日
で
す
が
、
商
品
を
手
に
と
っ
て
く
だ
さ
っ

た
皆
様
か
ら
高
い
評
価
を
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
に
、
ま
ず

は
安
堵
し
て
い
ま
す
。

当
面
の
目
標
は
、
夏
秋
い
ち
ご
を
安
定
的
に
供
給
す
る
こ

と
で
あ
り
、
以
下
の
よ
う
な
多
く
の
課
題
を
一
つ
ひ
と
つ
解

決
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

㈠
病
気
へ
の
対
応

主
力
品
種
で
あ
る「
信
大BS8-9

」の
栽
培
は
順
調
で
す

が
、「
な
つ
あ
か
り
」と「
サ
マ
ー
リ
リ
カ
ル
」に
つ
い
て
は
栽

培
中
に
病
気
が
発
生
し
、
栽
培
の
断
念
や
出
荷
停
止
を
余
儀

な
く
さ
れ
ま
し
た
。
限
ら
れ
た
ス
タ
ッ
フ
で
病
気
の
処
置
を

行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
人
手
不
足
が
顕
在
化
す
る
な
ど
の

課
題
も
生
じ
ま
し
た
。

農
作
物
の
病
気
を
完
全
に
防
ぐ
こ
と
は
難
し
い
で
す
が
、

発
生
原
因
を
分
析
し
て
出
来
る
限
り
の
対
策
を
講
じ
る
と
と

も
に
、
万
一
病
気
が
発
生
し
た
場
合
の
対
応
に
つ
い
て
も
あ

ら
か
じ
め
検
討
・
準
備
し
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

㈡
高
温
へ
の
対
応

夏
秋
い
ち
ご
の
収
穫
は
、
気
温
の
高
い
時
期
に
行
う
た
め
、

収
穫
後
の
傷
み
の
進
行
が
早
く
、
品
質
保
持
が
大
変
重
要
で

す
。
選
果
、
箱
詰
め
等
は
冷
房
の
効
い
た
室
内
で
行
う
と
と

も
に
、
出
荷
ま
で
の
時
間
短
縮
に
努
め
て
い
ま
す
が
、
収
穫

や
注
文
の
状
況
に
よ
っ
て
は
出
荷
調
整
が
必
要
に
な
る
た
め
、

実
用
化
さ
れ
て
い
る
鮮
度
保
持
技
術
を
導
入
す
る
な
ど
し
、

収
穫
後
の
品
質
保
持
に
努
め
て
い
ま
す
。

㈢
お
客
様
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
生
産

夏
秋
い
ち
ご
は
サ
イ
ズ
毎
に
細
か
く
選
果
し
出
荷
す
る
た

め
、
一
定
の
栽
培
規
模
が
な
い
と
商
品
ロ
ッ
ト
が
揃
わ
ず
出

荷
が
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
生
食
用
と
洋
菓
子
用
で
は
、
求

め
ら
れ
る
大
き
さ
や
食
味
が
異
な
り
、
お
客
様
の
ニ
ー
ズ
に

合
わ
せ
た
商
品
を
安
定
的
に
生
産
す
る
た
め
に
は
、
栽
培
技

術
の
更
な
る
習
熟
や
栽
培
面
積
の
拡
大
な
ど
に
取
り
組
む
必

要
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
六
次
産
業
化
に
よ
り
、
生
食
用
と
し
て
出
荷
で
き

な
い
い
ち
ご
を
有
効
に
活
用
し
て
い
く
こ
と
も
重
要
と
考
え
、

二
〇
二
二
年
は
ジ
ャ
ム
の
加
工
・
商
品
化
に
も
着
手
し
ま
し

上：軽井沢町内ビニルハウス
下：ハウス内部の様子
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た
。
お
客
様
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
、
引
き
続
き
さ
ら
な

る
商
品
開
発
に
つ
い
て
も
検
討
・
試
行
し
て
い
く
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。

㈣
更
な
る
販
路
の
拡
大

現
在
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
訪
問
営
業
等
に
よ
り
販
路
拡

大
に
努
め
て
い
ま
す
が
、「
地
産
地
消
」
と
い
う
観
点
か
ら
、

現
地
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
等
で
の
直
接
販
売
も
有
効
な
手
段
に
な

り
得
る
と
考
え
、
昨
年
は
現
地
に
あ
る
大
規
模
ア
ウ
ト
レ
ッ

ト
モ
ー
ル
で
直
接
販
売
を
試
行
し
ま
し
た
。
今
後
、
チ
ャ
ン

ス
が
あ
れ
ば
、
道
の
駅
等
に
あ
る
農
産
物
直
売
所
で
の
販
売

な
ど
に
も
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
後
の
展
開

（
地
方
創
生
の
具
現
化
）

当
社
で
は
、
こ
の
夏
秋
い
ち
ご
栽
培
事
業
を
新
事
業
と
し

て
確
立
す
る
だ
け
で
な
く
、
将
来
的
に
夏
秋
い
ち
ご
を
地
域

の
特
産
物
と
し
て
定
着
さ
せ
、
産
地
の
拡
大
に
よ
る
耕
作
放

棄
地
の
解
消
や
雇
用
の
創
出
な
ど
、
地
方
創
生
の
一
助
に
も

な
る
よ
う
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
ま
た
、
関
係
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
機
関
と
連
携
・
共
同
し

て
、
地
域
特
性
や
リ
ソ
ー
ス
に
合
っ
た
事
業
の
提
案
、
農
福

連
携
（
農
業
と
福
祉
の
連
携
）
を
視
野
に
入
れ
た
人
材
活
用
、

遊
休
資
産
等
を
活
用
し
た
事
業
展
開
な
ど
に
よ
り
、
地
域
課

題
の
解
決
や
活
性
化
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

最
後
に

（
人
と
の
出
会
い
を
大
切
に
）

当
社
が
現
在
取
り
組
ん
で
い
る
夏
秋
い
ち
ご
事
業
の
概
要

に
つ
い
て
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
天
候
や
農
作
物

の
病
気
な
ど
に
も
左
右
さ
れ
る
農
業
を
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
確

立
す
る
た
め
に
は
、
生
産
技
術
の
高
度
化
や
生
産
性
の
向
上
、

消
費
地
ま
で
の
コ
ー
ル
ド
チ
ェ
ー
ン
の
構
築
な
ど
多
く
の
課

題
を
解
決
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
技
術
に
立
脚
し
た
企
業

と
し
て
、
生
産
か
ら
消
費
ま
で
の
フ
ー
ド
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー

ン
に
お
け
る
技
術
革
新
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
重
要

性
を
痛
感
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
当
社
で
は
農
業
以
外
に
も
、
福
島
県
平
田
村
に
お

い
て
、
同
県
お
よ
び
近
隣
県
の
林
地
で
発
生
す
る
間
伐
材
を

活
用
し
た
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
他
、

水
産
業
へ
の
参
入
も
目
指
し
、
閉
鎖
循
環
式
陸
上
養
殖
の
実

用
化
に
向
け
た
実
証
実
験
を
開
始
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の

事
業
を
展
開
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
振
興
や
持
続
可
能
な

社
会
の
実
現
に
も
貢
献
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

と
は
云
え
、
こ
う
し
た
取
り
組
み
は
当
社
だ
け
で
進
め
ら

れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。〝
一
期
（
い
ち
ご
）
一
会
〞

の
精
神
で
、
事
業
会
社
と
の
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
や
ベ
ン
チ
ャ
ー

企
業
へ
の
出
資
、
地
元
関
係
者
と
の
連
携
な
ど
関
係
す
る
さ

ま
ざ
ま
な
パ
ー
ト
ナ
ー
と
の
出
会
い
を
大
切
に
し
な
が
ら
、

堅
実
か
つ
誠
実
に
歩
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

今後の展開イメージ

上：平田村バイオマス
発電プラント

下：閉鎖循環型陸上
養殖実験プラント

（
長
野
県
伊
那
市
）」
様
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
栽
培
か
ら
出

荷
ま
で
の
実
地
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
他
、
大
井
教
授
か
ら
も
さ

ま
ざ
ま
な
ご
指
導
を
い
た
だ
い
て
ノ
ウ
ハ
ウ
の
習
得
に
努

め
、
二
〇
二
一
年
四
月
よ
り
本
格
的
な
栽
培
を
開
始
し
ま
し

た
。販

路
の
開
拓

（
サ
ン
プ
ル
提
供
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
活
用
）

栽
培
一
年
目
は
、
販
路
を
開
拓
す
る
べ
く
、
洋
菓
子
店
な

ど
へ
の
訪
問
営
業
等
を
精
力
的
に
行
い
、
収
穫
し
た
い
ち
ご

を
サ
ン
プ
ル
と
し
て
提
供
し
、
実
際
に
使
用
し
た
評
価
を
い

た
だ
く
こ
と
か
ら
始
め
、
個
人
向
け
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
販
売

も
行
い
ま
し
た
。
国
産
の
夏
秋
い
ち
ご
と
い
う
希
少
性
に
加

え
、
食
味
に
つ
い
て
も
高
い
評
価
を
い
た
だ
き
、
徐
々
に
顧

客
が
増
え
、
品
薄
状
態
が
続
く
な
ど
夏
秋
い
ち
ご
の
ニ
ー
ズ

を
肌
で
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

栽
培
二
年
目
は
、
一
年
目
の
実
績
も
あ
り
、
出
荷
開
始
直

後
か
ら
順
調
に
注
文
が
入
り
ま
し
た
が
、
途
中
、
予
期
せ
ぬ

病
気
が
一
部
で
発
生
し
た
た
め
に
在
庫
不
足
が
生
じ
、
注
文

を
お
断
り
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
と
な
り
大
変
悔
し
い
思
い

を
し
ま
し
た
。

当
面
の
課
題

（
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
の
基
盤
確
立
）

農
業
の
知
見
や
経
験
が
全
く
な
い
当
社
が
、
夏
秋
い
ち
ご

栽
培
に
取
り
組
ん
で
二
シ
ー
ズ
ン
が
経
過
し
ま
し
た
。
長
野

県
を
は
じ
め
地
域
の
皆
様
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

試
行
錯
誤
の
毎
日
で
す
が
、
商
品
を
手
に
と
っ
て
く
だ
さ
っ

た
皆
様
か
ら
高
い
評
価
を
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
に
、
ま
ず

は
安
堵
し
て
い
ま
す
。

当
面
の
目
標
は
、
夏
秋
い
ち
ご
を
安
定
的
に
供
給
す
る
こ

と
で
あ
り
、
以
下
の
よ
う
な
多
く
の
課
題
を
一
つ
ひ
と
つ
解

決
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

㈠
病
気
へ
の
対
応

主
力
品
種
で
あ
る「
信
大BS8-9

」の
栽
培
は
順
調
で
す

が
、「
な
つ
あ
か
り
」と「
サ
マ
ー
リ
リ
カ
ル
」に
つ
い
て
は
栽

培
中
に
病
気
が
発
生
し
、
栽
培
の
断
念
や
出
荷
停
止
を
余
儀

な
く
さ
れ
ま
し
た
。
限
ら
れ
た
ス
タ
ッ
フ
で
病
気
の
処
置
を

行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
人
手
不
足
が
顕
在
化
す
る
な
ど
の

課
題
も
生
じ
ま
し
た
。

農
作
物
の
病
気
を
完
全
に
防
ぐ
こ
と
は
難
し
い
で
す
が
、

発
生
原
因
を
分
析
し
て
出
来
る
限
り
の
対
策
を
講
じ
る
と
と

も
に
、
万
一
病
気
が
発
生
し
た
場
合
の
対
応
に
つ
い
て
も
あ

ら
か
じ
め
検
討
・
準
備
し
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

㈡
高
温
へ
の
対
応

夏
秋
い
ち
ご
の
収
穫
は
、
気
温
の
高
い
時
期
に
行
う
た
め
、

収
穫
後
の
傷
み
の
進
行
が
早
く
、
品
質
保
持
が
大
変
重
要
で

す
。
選
果
、
箱
詰
め
等
は
冷
房
の
効
い
た
室
内
で
行
う
と
と

も
に
、
出
荷
ま
で
の
時
間
短
縮
に
努
め
て
い
ま
す
が
、
収
穫

や
注
文
の
状
況
に
よ
っ
て
は
出
荷
調
整
が
必
要
に
な
る
た
め
、

実
用
化
さ
れ
て
い
る
鮮
度
保
持
技
術
を
導
入
す
る
な
ど
し
、

収
穫
後
の
品
質
保
持
に
努
め
て
い
ま
す
。

㈢
お
客
様
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
生
産

夏
秋
い
ち
ご
は
サ
イ
ズ
毎
に
細
か
く
選
果
し
出
荷
す
る
た

め
、
一
定
の
栽
培
規
模
が
な
い
と
商
品
ロ
ッ
ト
が
揃
わ
ず
出

荷
が
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
生
食
用
と
洋
菓
子
用
で
は
、
求

め
ら
れ
る
大
き
さ
や
食
味
が
異
な
り
、
お
客
様
の
ニ
ー
ズ
に

合
わ
せ
た
商
品
を
安
定
的
に
生
産
す
る
た
め
に
は
、
栽
培
技

術
の
更
な
る
習
熟
や
栽
培
面
積
の
拡
大
な
ど
に
取
り
組
む
必

要
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
六
次
産
業
化
に
よ
り
、
生
食
用
と
し
て
出
荷
で
き

な
い
い
ち
ご
を
有
効
に
活
用
し
て
い
く
こ
と
も
重
要
と
考
え
、

二
〇
二
二
年
は
ジ
ャ
ム
の
加
工
・
商
品
化
に
も
着
手
し
ま
し
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